
11　　ぎょうだ議会だより

　
　

茨
城
県
つ
く
ば
市
は
、

本
年
１
月
か
ら
４
月
上
旬
ま

で
民
間
企
業
と
共
同
で
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
搭
載
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
、
職
員
の

手
作
業
で
行
っ
て
い
た
デ
ー

タ
移
行
作
業
を
自
動
化
す
る

実
証
研
究
を
開
始
し
た
。
こ

れ
は
全
国
初
の
取
り
組
み
で
、

そ
の
検
証
結
果
に
よ
る
と
昨

今
叫
ば
れ
て
い
る
働
き
方
改

革
の
一
つ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
【
注
】

の
共
同
研
究
で
大
幅
な
業
務

量
削
減
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

例
え
ば
市
民
税
課
業
務
全
体

の
５
％
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
適
用
し

た
場
合
、
年
間
で
約
１
４
０

０
時
間
の
作
業
を
削
減
で
き
、

約
３
７
０
万
円
相
当
の
時
間

外
勤
務
手
当
が
削
減
で
き
る

見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
先
行

す
る
自
治
体
の
取
り
組
み
を

本
市
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
関
す

る
研
究
、
導
入
の
動
き
が
加

速
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
県
に
お
い
て
も
、

本
年
11
月
か
ら
Ａ
Ｉ
活
用
に

向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
ツ
ー
ル
説
明
会
が
始
ま
り
、

本
市
も
情
報
収
集
の
機
会
と

捉
え
、
こ
れ
ら
の
統
括
部
門

で
あ
る
改
革
推
進
室
か
ら
主

査
１
名
が
参
加
し
て
い
る
。

　
　

セ
ミ
ナ
ー
と
ツ
ー
ル
説

明
会
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　

今
年
度
か
ら
県
で
導
入

し
た
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
の

内
容
や
、
大
手
民
間
企
業
に

よ
る
先
進
自
治
体
へ
の
導
入

事
例
の
紹
介
等
で
あ
る
。

　
　

自
治
体
の
規
模
に
か
か

わ
ら
ず
、
本
市
で
も
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
に
適
し
た
Ａ
Ｉ
等

の
導
入
を
多
角
的
な
視
点
か

ら
研
究
し
て
い
く
。

【
注
】
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ

ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
）

　

パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
入
力

な
ど
単
純
作
業
を
自
動
で
操

作
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
こ

と
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の

よ
う
に
デ
ー
タ
を
判
断
し
て

処
理
す
る
技
術
と
は
異
な
る
。

　
　

栄
町
、
谷
郷
地
区
の
方

が
南
側
の
金
融
機
関
や
郵
便

局
等
に
い
く
こ
と
に
難
儀
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
南
側
の

行
田
地
区
の
方
が
北
側
の
知

り
合
い
の
家
に
行
く
こ
と
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
無
い
た
め
、

躊
躇
し
て
い
る
。
行
田
市
駅

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

　
　

利
用
者
の
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
観
点
か
ら
、
駅
舎
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

施
設
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

駅
の
管
理
者
で
あ
る
秩
父
鉄

道
と
本
市
の
双
方
で
実
施
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
費
用
負
担
な
ど
に

つ
い
て
引
き
続
き
秩
父
鉄
道

と
協
議
し
て
い
く
。

●
学
童
保
育
室
の
待
機
児
童

は
、
ゼ
ロ
に
な
る
か
。

　
　

平
成
30
年
４
月
の
学
童

保
育
室
の
待
機
児
童
は
47
名

で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多

く
の
子
ど
も
が
学
童
保
育
室

に
入
れ
ず
自
宅
で
過
ご
す
こ

と
と
な
り
、
犯
罪
等
の
心
配

が
懸
念
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け

の
待
機
児
童
を
出
し
て
市
長

が
言
う
「
子
育
て
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
」
は
泣
け
る
。
平
成
31

年
４
月
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ

に
な
る
の
か
。

　
　

平
成
31
年
４
月
か
ら
の

入
室
希
望
に
つ
い
て
、
平
成

30
年
11
月
に
一
時
申
請
を
締

め
切
り
、
現
在
集
計
中
だ
が
、

複
数
の
学
童
保
育
室
で
待
機

児
童
の
発
生
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

　
　

国
の
方
針
で
総
合
教
育

会
議
が
で
き
上
が
り
、
市
長

が
教
育
の
重
点
施
策
に
も
意

見
を
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
積
極
的
に
学
校
の
空

き
教
室
を
使
う
こ
と
は
絶
対

条
件
だ
と
考
え
る
が
、
市
長

の
指
導
力
は
ど
う
か
。

　
　

校
長
会
に
お
い
て
、
空

き
教
室
の
使
用
に
つ
い
て
積

極
的
に
協
力
し
て
も
ら
い
た

い
と
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
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業務の効率化

人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）な
ど
の
活
用

香　

川　

宏　

行

（
新
政
策
研
究
会
）

市 民 生 活

秩
父
線
行
田
市
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

と
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
か
、
に
つ
い
て

高　

橋　

弘　

行

（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

議会改革 行田市議会では、市民に開かれた議会を目指してこれまで
様々な取り組みを進めてきました。
これまでに実施された内容についてお知らせします。

一般質問の開始時間の公表（H30年3月）
　市民が傍聴に来やすくなるよう、各議員の一般質問の開始日
時を市議会のホームページ等で公表することにいたしました。

請願の紹介議員の拡大（H30年3月）
　これまでは請願を審査する委員会に所属する委員は紹介議
員になれませんでしたが、正副委員長を除き、紹介議員になる
ことができるようになりました。

行田市議会災害時行動マニュアルの策定（H30年11月）
　市災害対策本部と連携し、被害の拡大防止及び災害復旧支援
に努めるため、災害時行動マニュアル及び行動要領を策定しま
した。

議案質疑日と一般質問日の分離（H30年3月）
　議案質疑の時間を十分に確保するため、また、一般質問の開
始時間を明確にし、市民へ公表するため、一般質問と議案質疑
の日を分けました。　

速記者の廃止（H30年4月）
　会議録作成のための速記者を廃止することで経費削減を実
現しました。

行政視察報告書のインターネット公開（H30年11月）
　市政の課題や先進事例の調査を行うため各委員会で実施し
た行政視察の報告書をインターネット上で公開することにい
たしました。


